
鎌井松石　著　｢神風古誌草稿｣より

ごう

吉田の郷

いにしえいうきのとい

山田村　古は小山田村と云　元禄八(1695)乙亥年
いしゃくし　え卓すけこうたかやく　　　おお　　　こうむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゆく石薬師畢助郷高役に仰せ被りに付き　石薬師宿まで行程一里五丁あまり

けんもつらくちゅうさい

矢田監物居住　応仁二年(1468)洛中兵火大乱の糊丹波国より当国に移り山田村に居住したもうて代々七千

まままとばやかた

石を領すという　今'屋敷の旧跡とて最琴的場､館のなごりそうつしまのかみ名残あり　また子孫'宗対馬守の藩に溝田源左工門とい

まっそんかわげしもみだ

う家'これ矢田監物の末孫なり　また川曲部下箕田村に

ゆいしょ

矢田新七郎という者系図を所蔵す　由緒あって下箕田村に居住す　今矢田の姓四五軒におよべり　山田村には矢

こやしろ

田の姓と､鎮守の八幡の小社わずかに残れり　また系図

さずあざ

の一巻を授けし地　矢田ビロという字あり
うぶすながみえんぎしきないかふすさのおのみこと

産土神は延書式内　加菖神社一座　素量鳥尊なり正徳三(1713)巳年神位

おいまつ

加富の森　加菖神社の南の方､老松の古跡をいうなるべし
じんみょう

神明一社　西ノ宮三社(左土御前　本社神明　右八王子)

きのとうかんじょう

弘治乙卯(一u∽∽)　の年勧請なり



すけごう

助郷▼江戸時､宿場常備の人馬が不足する場合､幕府諸藩によって人馬の提供を命じられた付近の郷村｡またーその夫役｡
たかやく

高役▼江戸時代'石高に応じて賦課された臨時の夫役｡
かんじょう

勧請▼神仏の来臨や神託を祈り願うこと｡
えんぎしきないしきないしゃへいあんじだい

延書式内▼式内社は､平安時代二〇世紀)　にすでに由
鎗いしょじんじゃ

緒ある神社として知られていたことになる｡なお延書式

おやまだみくりやあらおうわ

帳に小山田御厨が現れるのは応和二年(962)とある｡
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田=闘附則円田剛円田日日馴いい山田n離朋離離鰭漸楓朗謂那哨戒謂
かさ,鼻音鼻音虞等iTトと首

塵オペjlI鼻骨看貫一度儀鼻
首長官長相野頂耳溝


